
風水害から命を守るために

気象庁大気海洋部 気象リスク対策課

防災気象官 土井内 則夫

令和２年度・防災セミナー



自然災害による死者・行方不明者の推移

富士山レーダー
運用開始

「アメダス」運用開始

気象衛星
「ひまわり」
運用開始

緊急地震速報運用開始

死者・行方不明者は減ったが、「０」にはなっていない
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令和２年版 防災白書｜附属資料7 自然災害における死者・行方不明者数より

http://www.jma.go.jp/
http://www.jma.go.jp/
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r02/honbun/3b_6s_07_00.html


自然災害による死者・行方不明者の推移
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令和２年版 防災白書｜附属資料8 自然災害における死者・行方不明者内訳

平成16年（2004年） 災害をもたらした気象事例から転載

台風第２３号、前線 10月18日～10月21日

台風第２２号、前線 10月７日～10月９日

台風第２１号、秋雨前線 ９月25日～９月30日

台風第１８号 ９月４日～９月８日

台風第１６号 ８月27日～８月31日

台風第１５号、前線 ８月17日～８月20日

台風第１０・１１号 ７月29日～８月６日

平成１６年７月福井豪雨 ※ ７月17日～７月18日

平成１６年７月新潟・福島豪雨 ※ ７月12日～７月14日

台風第６号 ６月18日～６月22日

平成30年（2018年）災害をもたらした気象事例から転載

台風第24号による暴風・高潮等（速報） 9月28日～10月1日

台風第21号による暴風・高潮等（速報）四国や近畿地方で顕著な高潮。 9月3日～9月5日

※平成30年7月豪雨（前線及び台風第７号による大雨等） 6月28日～7月8日

令和元年（2019年）災害をもたらした気象事例から転載

低気圧等による大雨（速報）千葉県と福島県で記録的な大雨。 10月24日～10月26日

令和元年東日本台風（台風第19号）による大雨、暴風等（速報） ※ 10月10日～10月13日

前線による大雨（速報）九州北部地方を中心に記録的な大雨。 8月26日～8月29日

http://www.jma.go.jp/
http://www.jma.go.jp/
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r02/index.html
http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/r02/honbun/3b_6s_08_00.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20041018/20041018.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20041007/20041007.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040925/20040925.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040904/20040904.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040827/20040827.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040817/20040817.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040729/20040729.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040717/20040717.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040712/20040712.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2004/20040618/20040618.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20181011/20181011.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180911/20180911.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/20180713.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/index_1989.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20191025/20191025.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20191012/20191012.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20190826/20190826.html
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令和元年台風第19号等に係る被害状況等について（令和2年4月10日 9時00分現在 ）

内閣府ホームページ>
内閣府の政策＞
防災情報のページ
災害情報、
令和元年台風第19
号に係る被害状況等
について、より掲載。

https://www.cao.go.jp/
https://www.cao.go.jp/seisaku/seisaku.html
http://www.bousai.go.jp/index.html
http://www.bousai.go.jp/updates/index.html
http://www.bousai.go.jp/updates/r1typhoon19/pdf/r1typhoon19_45.pdf
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近年の気象災害と防災気象情報の充実
雨量の予報から災害危険度の予報へ
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近年の気象災害と防災気象情報の充実等の経過

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（平成17年3月）
市町村が行う避難勧告等の判断により適合した内容や
タイミングによる警報等の発表が必要

宮崎、北海道
佐呂間で竜巻

局地的大雨による災害多発、
８月末豪雨

大雨災害における避難のあり方等検討会報告

平成18年豪雪

中国・九州北部豪雨、
兵庫県佐用町の水害

新潟・福島豪雨
福井豪雨
台風10個上陸

避難勧告等に関するガイドライン（平成31年3月）

新燃岳噴火

二次細分区域拡充、大雨警報の重要変更、降水短時間予報の高度化など

東日本大震災

土砂災害緊急情報

茨城・栃木等竜巻、平成
24年7月九州北部豪雨

新潟・福島豪雨、台風第12号

災害時の避難に関する専門調査会報告

平成26年8月豪雨
（広島土砂災害）

土砂災害警戒情報（鹿児島で開始）

土砂災害警戒情報（全国運用）

突風等短時間
予測情報利活用
検討会

指定河川洪水
予報改善（レベル化）

高温注意情報

大雨警報等の基準に
土壌雨量指数、流域雨量指数を導入

５日先まで
台風進路予報

平成27年

防災気象情報の改善に関する検討会

土砂災害への警戒の呼びかけに関する検討会

竜巻等突風予測情報改善検討会・竜巻等突風の
強さの評定に関する検討会

竜巻注意情報

H25.3北海道暴風雪
H25.9特別警報(台風18号)
H25.10伊豆大島土砂災害
H26.2関東甲信地方等大雪

目撃情報を活用した竜巻注意情報

特別警報

高解像度降水
ナウキャスト

土砂災害警戒
判定メッシュ情報

交通政策審議会気象分科会（局地的大雨）
新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会

平成16年度国土交通
省政策レビュー
➢ 防災活動の段階に適合し

た防災気象情報を発表す
る。

➢ 市町村長の避難勧告等の
判断や住民の避難行動を
一層支援する。

➢ 土砂災害、洪水に関する
警報等の高度化を図る。

➢ 市町村等の行政単位を対
象とした警報等の発表を
めざす。

気象審議会第21号答申（平成12年度）
「２１世紀における気象業務のあり方」

平成28年 平成29年

平成29年7月
九州北部豪雨

速報版解析雨量
警報級の可能性

地域における気象
防災業務のあり方
検討会

洪水・高潮氾濫からの大規模・広域
避難検討ワーキンググループ

大雨警報・洪水警
報の危険度分布
大雨警報等の基準に
表面雨量指数を導入
大雨特別警報の発表
対象地域の改善

平成30年

岩手県岩泉町
の水害など

平成27年9月
関東・東北豪雨

平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキ
ンググループ
住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロ
ジェクト 等

平成30年7月豪雨
台風第21号など

市町村警報・注意報

防災気象情報の伝
え方に関する検討
会

５日先まで
台風強度予報

大雪に関する緊急発表

降水短時間予
報の時間延長

赤枠 ：主な災害
細青枠：国の動き
太青枠：防災気象情報改善
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防災気象情報の改善（平成29年度）

高
危
険
度

低

洪水害

高
危
険
度

低

浸水害

高
危
険
度

低

土砂災害

【基本的方向性】

○社会に大きな影響を与える現象について、可能性が高くなくとも発生のおそれを積極的に伝えていく。

○危険度やその切迫度を認識しやすくなるよう、分かりやすく情報を提供していく。

平成ｘｘ年ｘｘ月ｘ日ｘｘ時ｘｘ分ｘｘ地方気象台発表
ｘｘ市
【発表】暴風，波浪警報 大雨，雷，濃霧注意報
【継続】高潮注意報

××市 今後の推移（ 警報級 注意報級）

発表中の
警報・注意報等の種別

７日 ８日

21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18 18-21 21-24

大雨

１時間最大雨量

(ミリ)
10 10 30 30 50 50 50 30

（浸水害）

暴風

風向
風速
（矢印・
メートル）

陸上 15 18 20 22 22 25 18 15 15

海上 20 22 25 28 28 30 22 20 20

波浪 波高（メートル） 5 5 8 8 8 9 8 7 7

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 0.8 1.0 1.8 2.0 1.8 1.2 1.2

① 時系列で危険度を色分けした分かりやすい表示

◯ 今後予測される雨量等や危険度
の推移を時系列で提供

◯ 危険度を色分け

注意報・警報

（文章形式）

【改善策】

②翌朝までの「警報級の現象になる可能性」の提供

③数日先までの「警報級の現象になる可能性」の提供

◯ 夜間の避難等の対応を支援する観点から、
可能性が高くなくても、「明朝までに警報級の現象になる可能性」を
夕方までに発表

◯ 台風等対応のタイムライン支援の観点から、

数日先までの警報級の現象になる可能性を提供

④ 実況情報の提供の迅速化

○ 迅速な安全確保行動を促進する観点から、記録的
短時間大雨情報をこれまでより最大で30分早く発表

⑤ メッシュ情報の充実・利活用促進

◯ 災害発生の危険度の高まりを評価する技術の開発
（表面雨量指数の新規開発・流域雨量指数の精緻化）

【降雨により災害発生の危険度が高まるメカニズム】

◯ 大雨警報・洪水警報等を発表した市町村内において
ど こ で 実 際 に 危 険 度 が 高 ま っ て い る か を 確 認 で き る
危険度分布の提供

◯ 道 路 や 河 川 、 鉄 道 な ど の 地 理 情 報 と 重 ね 合 わ せ て
危険度分布（メッシュ情報）を提供

◯ 危険度分布の技術を活用した大雨特別警報の発
表対象区域の改善

土砂災害のリスク

雨が浸み込んで
土壌中に溜まる

浸水害のリスク

雨が浸み込まず
地表面に溜まる

土壌雨量指数 表面雨量指数

流域雨量指数

洪水害のリスク

雨が上流域から集まり
河川を流れ下る

H29年7月
提供開始

H29年7月
提供開始

H28年5月
表示改善

H29年7月
提供開始

H29年5月
提供開始

H29年5月
提供開始

H28年9月
提供開始

日付 明朝まで 明日 明後日 （金） （土） （日）

警報級の
可能性

雨 [中] － － [中] [高] －

風 [中] － － [高] [高] －
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雨量の予報から災害危険度の予報へ

気象庁では、警報等と合わせて、

どこで災害発生の
危険度が高まっているか
視覚的に確認できるよう
危険度分布も提供。

大雨警報(土砂災害)の危険度分布
（土砂災害警戒判定メッシュ情報） 大雨警報(浸水害)の危険度分布 洪水警報の危険度分布

大雨

土砂災害
浸水害

洪水災害

大雨の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発生する
場所・時間とは、

必ずしも一致しない。）
今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）
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雨量の予報から災害危険度の予報へ

土砂災害のリスク
が高まる

雨が浸み込んで
土壌中に溜まる

雨 量

土壌雨量指数 表面雨量指数

流域雨量指数

浸水害のリスク
が高まる

雨が浸み込まず
地表面に溜まる

洪水害のリスク
が高まる

雨が上流域から集まり
河川を流れ下る
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雨量の予報から災害危険度の予報へ

土砂災害のリスク

雨が浸み込んで
土壌中に溜まる

浸水害のリスク

雨が浸み込まず
地表面に溜まる

土壌雨量指数 表面雨量指数

流域雨量指数

洪水害のリスク

雨が上流域から集まり
河川を流れ下る

災害リスクを
「指数」化

過去災害に基づく
「基準」で判定

地図上に表示
高
危
険
度

低

高
危
険
度

低

高
危
険
度

低

平成28年8月30日岩手県平成28年8月30日岩手県 平成28年8月30日岩手県土砂災害警戒判定メッシュ情報
大雨警報(土砂災害)の危険度分布

大雨警報(浸水害)の
危険度分布

洪水警報の
危険度分布

10
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危険度分布とは ～雨量の予報から災害危険度の予報へ～

土砂災害 浸水害 洪水

大雨警報(浸水害)の危険度分布

雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

１時間先までの予測２時間先までの予測 ３時間先までの予測

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

高
危
険
度

低

土砂災害警戒情報に対応する危険度の

高まり（警戒レベル４相当）も確認可能

洪水警報の危険度分布

指定河川洪水予報に対応する

危険度の高まりも確認可能

注意報級

警報級

大雨警報(土砂災害)の危険度分布
（土砂災害警戒判定メッシュ情報）

➢ 雨量データから、災害発生の危険度を表す指標（指数）を開発。

➢ 過去約25年分の災害データを用いて危険度の高まりに応じた基準を段階的に設定し、雨量予測データから

算出した危険度を地図上に色分けして表示（黄→赤→うす紫→濃い紫）。

➢ 注意報、警報、土砂災害警戒情報、指定河川洪水予報に対応する危険度がひと目で分かる。

➢ 「濃い紫」の領域では、過去の重大な災害発生時に匹敵する状況を示す基準をすでに超過。

➢ この基準をまもなく超えそうな「うす紫」の領域においては速やかに避難。
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「雨量分布」 と 「危険度分布」 ～平成30年7月豪雨の場合～

高知県 安芸郡馬路村
魚梁瀬 1852.5mm

福岡県 福岡市早良区
早良脇山
859.0mm

佐賀県 佐賀市
北山 904.5mm

岐阜県 郡上市
ひるがの 1214.5mm

愛媛県 西条市
成就社 965.5mm

期間降水量分布図
（6月28日0時～7月8日24時）

長野県 木曽郡王滝村
御嶽山 1111.5mm

宮崎県 えびの市
えびの 995.5mm

徳島県 那賀郡那賀町
木頭 1365.5mm

土砂災害による人的被害・
人家被害（崖崩れ・土石流等）
が発生した市町村（紫で着色）
（H30.8.7 内閣府とりまとめ資料より）

土砂災害の危険度分布
「濃い紫」出現
（平成30年6月28日～7月8日）

必ずしも雨量が多い場所で
災害が発生しているわけではない。

（破線で囲んだ地域）

危険度分布の「濃い紫」の場所で

災害が発生している。

危険度分布

雨量分布

災害
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【参考】 警報の危険度分布

主な災害発生時の危険度分布の状況
過去の実際の大雨事例における危険度分布の操作体験や、自治体の防災担当者による

災害対応の振り返り、報道機関による解説等に活用いただけるよう、主な災害事例における
危険度分布の様子を以下のページに掲載していますので、ご参照ください。

• 平成30年7月豪雨のときの危険度分布
• 令和元年8月26日から29日の大雨のときの危険度分布
• 令和元年東日本台風（台風第19号）による大雨のときの危険度分布
• 令和2年7月豪雨のときの危険度分布（ 3日～6日 7日～8日 ）

https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/meshjirei/jirei01/doshamesh/index.html
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/meshjirei/jirei02/doshamesh/index.html
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/meshjirei/jirei03/doshamesh/index.html
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/meshjirei/jirei04/doshamesh/index.html
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/meshjirei/jirei05/doshamesh/index.html
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令和元年東日本台風(台風第19号)
による大雨の状況とその要因
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台風第19号の事例における雨量等の予測と実際の状況等について（速報）

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
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台風第19号の事例における雨量等の予測と実際の状況等について（速報）

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
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台風第19号による大雨、暴風等 災害をもたらした気象事例

期間降水量と平年値（10月の降水量）との比較図
（10月10日0時～10月13日24時）

期間降水量と平年値（年の降水量）との比較図
（10月10日0時～10月13日24時）

10月の降水量の約4倍 １年間の降水量の約4割

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20191012/20191012.html
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台風第19号による大雨、暴風等 災害をもたらした気象事例

降水量時系列図（10月10日0時～10月13日24時）

非常に激しい雨（50mm/h）

激しい雨（30mm/h）

猛烈な雨（80mm/h）

非常に激しい雨（50mm/h）

激しい雨（30mm/h）

猛烈な雨（80mm/h）

10日 2.5mm
11日 44.0mm
12日 602.5mm
------------------
合計 649.0mm

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019/20191012/20191012.html
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令和元年台風第19号に伴う大雨の要因について

10月12日9時（左）、15時（中央）、
21時（右）の解析雨量による前1時間降
水量分布（mm）。赤丸は台風の中心
位置、赤破線は台風北側で発生した前線
の大まかな位置を示す。

1. 大型で非常に強い勢力をもった台風の接近に
よる多量の水蒸気の流れ込み

2. 台風北側の前線の形成・強化及び地形の効
果などによる持続的な上昇流の形成

3. 台風中心付近の発達した雨雲の直接的影響

この水蒸気の流入と、前線の強化や地形の影響による
持続的な上昇流の形成が、持続的な雨雲の発達をも
たらし、台風の接近前から台風中心の北側にあたる地
域で大雨となった。

台風が日本付近の緯度まで北上す
ると、偏西風などの影響により前線を
伴う温帯低気圧に構造が変化するこ
とがある。この変化は時間をかけて起こ
るため、台風と呼ばれている期間で
あっても、熱帯域の典型的な台風とは
異なる降水分布となる。
この際、特に温暖前線に似た構造

が形成しやすいこと、また、台風の進
路の左側に降水が起きやすいことが多
くの事例で報告されている。今回の事
例も同様の特徴を有している。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yohokaisetu/T1919/mechanism.pdf 令和元年12月23日

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yohokaisetu/T1919/mechanism.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/yohokaisetu/T1919/mechanism.pdf


20

【参考】 豪雨の比較（令和元年東日本台風と比較してください）

広島

平成30年
7月6～7日
広島県呉市
(呉アメダス)

平成26年
8月19～20日
広島県広島市
(三入アメダス)

解析雨量 ２日間積算
(平成30年7月6～7日)猛烈な雨

非常に激しい雨

激しい雨

強い雨

猛烈な雨

非常に激しい雨

猛烈な雨

非常に激しい雨

福岡・大分

広島
岡山

愛媛

解析雨量 ２日間積算
(平成29年7月5～6日)

解析雨量 ２日間積算
(平成26年8月19～20日)

(時)

(時)

(時)

島根

福岡

長崎

兵庫

高知

鳥取

京都

岐阜

佐賀

平
成
30

年
7

月
豪
雨

平
成
29

年
7

月

九
州
北
部
豪
雨

平
成
26
年
8
月
豪
雨

局
地
的
だ
が
、
非
常
に
激
し
い
雨
、

猛
烈
な
雨
が
断
続
的
に
数
時
間
に

渡
っ
て
降
り
続
く
事
例

局
地
的
だ
が
、
非
常
に
激
し
い
雨
、

猛
烈
な
雨
が
降
る
事
例

広
い
範
囲
で
、
強
い
雨
、
激
し
い
雨
が

長
時
間
降
り
続
く
事
例

激しい雨

強い雨

激しい雨

強い雨

平成29年
7月5～6日

福岡県朝倉市
(朝倉アメダス)

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/20180713.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2017/20170711/20170711.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2017/20170711/20170711.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2014/20140815/20140815.html
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防災気象情報の活用方法

防災気象情報の流れを確認
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気象台の役割
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気象の観測・予測と情報発表までの流れ

解析・予測・情報作成

予報官(全国の気象台)

今後の予測・情報の作成

総合気象資料処理システム(COSMETS)

スーパーコンピュータシステム

大気の状態予測（数値解析予報）

気象情報伝送処理システム(アデス)

国内外のデータ収集・配信
取り扱うデータ量（H26年）
１日に新聞約11,000年分

(1.6TB)

外国気象機関

高層気象観測網
ラジオゾンデ
ｳｨﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ
航空機

レーダー気象
観測網

海洋気象観測網
海洋気象観測船
一般船舶

気象衛星観測網

地上気象観測網
各気象官署
アメダス観測

観測データ（国内外）

観
測
デ
ー
タ
収
集

特別警報・警報・注意報

台風情報

気象情報
警報の危険度分布

高解像度降水ナウキャスト
天気予報・週間天気予報
天気図 等

情
報
発
表

１秒間に18,166兆回の計算能力

発表なし注意報警報特別警報

防災に資する各種気象情報

⇒ 防災気象情報

実況監視
予測資料の分析
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段階的に発表する防災気象情報の活用例

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成
※1 夜間～翌日早朝に大雨警報(土砂災害)に切り替える可能性が高い注意報は、避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル3）に相当します。
※2 暴風警報が発表されている際の高潮警報に切り替える可能性が高い注意報は、避難勧告（警戒レベル4）に相当します。
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令和元年台風第19号の振り返り

防災気象情報の活用例（実際の警報・注意報、気象情報を確認）
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台風第19号の備えは十分でしたか

1. 台風の接近について
① いつ頃から情報を得ていま

したか。
② どのような台風だと思ってい

ましたか。
③ どうして、そのように思った

のか、理由はありますか。

2. 台風の影響で
① 職場の予定や地域の予

定が変更になりましたか。
② または積極的に予定を変

更しましたか。

3. 皆さんは
① 何が心配でしたか。
② 何が一番困りましたか。

J J

上陸・接近のおそれ

上陸・接近のおそれ

https://www.jma.go.jp/jma/press/1910/09a/201910091400.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/1910/11b/20191011_1100.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/press/1910/09a/20191009_1400.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/press/1910/11b/201910111100.html
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台風第19号の経路と衛星画像

左図は台風第19号の経路です。
• どの時点で、どのような備えをするのが良かったでしょうか。
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早期注意情報（警報級の可能性）２日先から５日先まで

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

予想される注意警戒期間、ピーク時間、雨量等の最大値を記述

５日先までに命に危険が及ぶような警報級の現象が予想されて
いるときには、その可能性を［高］［中］の２段階で発表。
何かあったらすぐに行動できるように心構えを一段高め、地元の自
治体の情報や気象台が発表する今後の気象警報・注意報等に
留意。

心構えを
高めてください

上陸の4日前

相当する
警戒
レベル

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/keika/index.html
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早期注意情報（警報級の可能性）翌日まで

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

予想される注意警戒期間、ピーク時間、雨量等の最大値を記述

相当する
警戒
レベル５日先までに命に危険が及ぶような警報級の現象が予想されて

いるときには、その可能性を［高］［中］の２段階で発表。
何かあったらすぐに行動できるように心構えを一段高め、地元の自
治体の情報や気象台が発表する今後の気象警報・注意報等に
留意。

心構えを
高めてください

小笠原諸島

上陸前日の明け方

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/keika/index.html
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早期注意情報（警報級の可能性）イメージ

翌日まで
積乱雲や線状降水帯などの小規模な現象に伴う大雨等から、

台風・低気圧・前線などの大規模な現象に伴う大雨等までが対象。

２日先から５日先まで
台風・低気圧・前線などの大規模な現象に

伴う大雨等が主な対象。

発表時刻・発表単位 天気予報に合わせて発表
毎日05時・11時・17時に、一次細分区域ごとに発表

週間天気予報に合わせて発表
毎日11時・17時に、府県予報区ごとに発表

［高］
対象区域内の

いずれかの市町村で
警報発表中、又は、

警報を発表する
ような現象発生の

可能性が高い状況。

翌日までの期間に早期注意情報（警報級の
可能性）の［高］が発表されたときは、
危険度が高まりつつあり、「警報に切り替える
可 能 性 が 高 い注 意 報 」 や「 予告 的 な
府県気象情報」等がすでに発表されているか、
まもなく発表されることを表しています。命に
危険が及ぶような警報級の現象が予想される
詳細な時間帯を気象警報・注意報等で
確認してください。

数日先の早期注意情報（警報級の
可能性）の［高］や［中］が発表
されたときは、心構えを早めに高めて、
これから発表される 「台風情報」 や
「予告的な府県気象情報」 の内容に
十分留意するようにしてください。［中］

［高］ほど可能性が
高くはないが、
対象区域内の

いずれかの市町村で
警報を発表する

ような現象発生の
可能性がある状況。

翌日までの期間に早期注意情報（警報級の
可能性）の［中］が発表されたときは、
これをもって直ちに避難等の対応をとる必要は
ありませんが、深夜などの警報発表も想定して
心構えを一段高めておくようにしてください。

「翌日まで」 の方が 「２日先から５日先まで」 よりも見逃しが少ない。

[

高] 

の
方
が[

中] 

よ
り
も
空
振
り
が
少
な
い
。

（内閣府「避難勧告等に関するガイドライン」②P49の内容に基づき整理）

※ 大雨に関して、翌日までの期間に[高]又は[中]が予想されている場合は、災害への心構えを高める必要があることを示す警戒レベル１です。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/keika/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/prob_warning.html
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気象情報（警報・注意報に先立って発表）

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

「警報や注意報に先立って現象を予告し、注意を呼びかける」役
割があります。24時間から2～3日先に災害に結びつくような激しい
現象が発生する可能性のあるときに発表。

相当する
警戒
レベル

台風第１９号に関する東京都気象情報 第７号
令和元年１０月１１日０６時２６分 気象庁予報部発表
（見出し）
大型で非常に強い台風第１９号の影響により、小笠原諸島では１１日夜のはじめ頃にかけて、伊豆諸島で
は１１日夜のはじめ頃から、高波に厳重に警戒してください。また、小笠原諸島では、１１日夕方にかけて土
砂災害に厳重に警戒してください。東京地方と伊豆諸島では、１１日から１３日にかけて、暴風や大雨となる
おそれがあります。暴風、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

＜風の予想＞
１１日に予想される最大風速（最大瞬間風速）
伊豆諸島北部 １７メートル（３０メートル）
伊豆諸島南部 ２０メートル（３０メートル）
小笠原諸島 ２５メートル（３５メートル）

１２日に予想される最大風速（最大瞬間風速）
東京地方 ４０メートル（６０メートル）
伊豆諸島 ４０メートル（６０メートル）
小笠原諸島 １７メートル（３０メートル）

＜雨の予想＞
１１日から１２日にかけて予想される１時間降水量は、いずれも多い所で、
東京地方 ８０ミリ
伊豆諸島北部 ９０ミリ
伊豆諸島南部 ８０ミリ
小笠原諸島 ３０ミリ

１２日０６時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で
東京地方 １００ミリ
伊豆諸島 ２００ミリ
小笠原諸島 ５０ミリ

１３日０６時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い所で
東京地方 ３００から５００ミリ
伊豆諸島 ３００から５００ミリ です。

［補足事項］
今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意し

てください。
次の「台風第１９号に関する東京都気象情報」は、１１日１７時頃に発表

する予定です。

省略

上陸前日の朝

https://idsi-jmahp-test-202011.jma.go.jp/bosai/map.html#5/37.564/134.033/&element=information&contents=information
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図形式気象情報（警報・注意報に先立って発表）

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

「警報や注意報に先立って現象を予告し、注意を呼びかける」役
割があります。24時間から2～3日先に災害に結びつくような激しい
現象が発生する可能性のあるときに発表。

相当する
警戒
レベル

省略

上陸前日の昼過ぎ
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台風上陸の前日昼過ぎに図形式気象情報を発表

＜11日12時20分発表＞
東京地方では、大型で非常に強い台風第１９号が１２日夜にかなり接近する見込みです。記
録的な暴風や、狩野川台風に匹敵する記録的な大雨となるおそれがあります。暴風、うねりを
伴った高波、土砂災害、低い土地や地下施設の浸水、河川の増水や氾濫、高潮に厳重に警戒
してください。

上陸前日の昼過ぎ
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注意報（警報の発表が見込まれる場合はその旨を明記）

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

警戒すべき防災事項を記述

注意報は、災害が起こるおそれのあるときに注意を呼びかけて
行う予報。警報の発表が見込まれる場合は、その旨を記述。

相当する
警戒
レベル

上陸前日の夜のはじめ頃

https://idsi-jmahp-test-202011.jma.go.jp/bosai/map.html#5/37.564/134.033/&elem=all&contents=warning


35

警報（重大な災害のおそれに警戒を呼びかける）

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

警戒すべき防災事項を記述

重大な災害が起こるおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う
予報。
現象の起こる地域や時刻、激しさの程度などの予測が変わった
ときは、発表中の内容を更新して再発表。

相当する
警戒
レベル

上陸当日の明け方

https://idsi-jmahp-test-202011.jma.go.jp/bosai/map.html#5/37.564/134.033/&elem=all&contents=warning
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土砂災害警戒情報

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

警戒すべき防災事項を記述

大雨警報が発表されている状況で、土石流や集中的に発生する急傾
斜地崩壊の危険度が非常に高まったときに、対象となる市町村を特定
して都道府県と気象庁が共同で発表。
命に危険を及ぼす土砂災害が、いつ発生してもおかしくない非常に危険
な状況となっており、避難勧告の発令の検討が必要な状況。

相当する
警戒
レベル

●留意点
・土砂災害警戒情報は、降雨から予測可能な土砂災害の内、避難勧告等の災
害応急対応が必要な土石流や集中的に発生する急傾斜地崩壊を対象としてい
る。

・個別の災害発生箇所・時間・規模等を詳細に特定することは困難。（個々の斜
面における植生・地質・風化の程度、地下水の状況等の推定・予測は困難）

⇒ 急斜面、風化の進んだ地域等は状況を踏まえた個別の対策が必要

東京都土砂災害警戒情報 第3号
令和元年10月12日 12時37分
東京都 気象庁予報部 共同発表

【警戒対象地域】
八王子市 青梅市 町田市* あきる野市 日の出町* 檜原村
奥多摩町

*印は、新たに警戒対象となった市町村を示します。

【警戒文】
＜概況＞
降り続く大雨のため、土砂災害警戒区域等では命に危険が及ぶ土砂災
害がいつ発生してもおかしくない非常に危険な状況です。
＜とるべき措置＞
避難が必要となる危険な状況となっています【警戒レベル４相当情報
［土砂災害］】。崖の近くや谷の出口など土砂災害警戒区域等にお住
まいの方は、区市町村から発令される避難勧告などの情報に留意し、
少しでも安全な場所への速やかな避難を心がけてください。

https://www.jma.go.jp/jp/dosha/
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特別警報（重大な災害のおそれが著しく高まっている）

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）に基づき気象庁において作成

警戒すべき防災事項を記述

警報の発表基準をはるかに超える豪雨等が予
想され、重大な災害のおそれが著しく高まってい
る場合に発表。
避難勧告や避難指示（緊急）に相当する気
象状況の次元をはるかに超えるような現象をター
ゲットに発表するもの。発表時には何らかの災害
がすでに発生している可能性が極めて高い。

相当する
警戒
レベル

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/
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【参考】大雨特別警報の発表状況（令和元年東日本台風）

• 台風上陸前日の11日11時の記者会見において「広い範囲で記録的な大雨となる
見込み、状況によっては、大雨特別警報を発表する可能性がある」旨を説明していた。

• 台風の接近により、数十年に一度の降雨量等となる大雨が予想され、さらに雨が降り
続くと予想されたことから、12日15時30分に静岡県、神奈川県、東京都、埼玉県、
群馬県、山梨県、長野県に大雨特別警報を発表した。

• その後も茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮城県、岩手県に、それぞれ降雨量等
の予想に基づき順次大雨特別警報を発表した。

• 栃木県及び岩手県では数十年に一度の降雨量等に到達後の発表となったが、それ
以外の1都10県では発表後に数十年に一度の降雨量等に到達した。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
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【参考】危険度分布の状況（令和元年東日本台風）

東日本から東北地方の広い範囲で危険度分布の「極めて危険」（濃い紫）が出現。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R011012.pdf
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リスクを認識した
防災気象情報の活用
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大雨による災害リスクのある場所

大雨によって起こる災害の種類は、場所によって異なります。それぞれの場所に応じて必要な防災気象情

報を活用することが重要です。

急傾斜地や渓流の付近

→「土砂災害」のリスク

山間部等の中小河川の周辺

→「外水氾濫」のリスク

大河川の周辺

→「外水氾濫」のリスク

堤防の高い河川の周辺

→「湛水型の内水氾濫」のリスク

都市部の周囲より低い場所、

住宅の地下室や道路のアンダーパス

→「氾濫型の内水氾濫」のリスク

都市部の中小河川の周辺

→「外水氾濫」のリスク
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➢ 市町村の「避難勧告等の発令判断を支援」する役割。

➢ 「住民が自ら行動をとる際の判断に参考となる情報」という役割。

➢ 住民が自主的に避難行動をとるための情報として、市町村の避難勧告等（行動指南型情報）

と気象庁等の防災気象情報等（状況情報）の組み合わせが重要。

警戒レベルに対応した防災気象情報の役割

自主的な避難行動の判断

住民

警戒レベルを付した

避難勧告等の発令

市町村

相当する警戒レベルを付した

防災気象情報等の発表

気象庁、河川・砂防部局等

「住民に行動を促す」
警戒レベルを付した
避難勧告等

「避難勧告等の発令
判断に資する」

相当する警戒レベルを付した
防災気象情報等

「住民が自ら行動をとる
際の判断に参考となる」
相当する警戒レベルを付した

防災気象情報等

避難勧告等の発令状況を確認し、
発令されている場合は直ちに避難
するとともに、発令されていなくとも
防災気象情報等を用いて自主的に
避難を判断。
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防災気象情報と警戒レベルとの対応

• 「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府（防災担当））が平成31年3月に改定され、住民は「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自ら
の判断で避難行動をとるとの方針が示され、この方針に沿って自治体や気象庁等から発表される防災情報を用いて住民がとるべき行動を直感的
に理解しやすくなるよう、5段階の警戒レベルを明記して防災情報が提供されることとなりました。

• 自治体から避難勧告（警戒レベル４）や避難準備・高齢者等避難開始（警戒レベル３）等が発令された際には速やかに避難行動をとって
ください。一方で、多くの場合、防災気象情報は自治体が発令する避難勧告等よりも先に発表されます。このため、避難が必要とされる警戒レベ
ル４や高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当する防災気象情報が発表された際には、避難勧告等が発令されていなくても危険度
分布や河川の水位情報等を用いて自ら避難の判断をしてください。

• 避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、近くの頑丈な建物の上層階に避難する
など、自らの判断でその時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

情報 とるべき行動 警戒レベル

•大雨特別警報※１

•氾濫発生情報

災害がすでに発生していることを示す警戒レベル５に相当します。何らかの災害がすでに
発生している可能性が極めて高い状況となっています。命を守るための最善の行動をとっ
てください。

警戒レベル５相当

•土砂災害警戒情報
•危険度分布「非常に危険」（うす紫）
•氾濫危険情報
•高潮特別警報
•高潮警報※２

地元の自治体が避難勧告を発令する目安となる情報です。避難が必要とされる警戒レベ
ル４に相当します。災害が想定されている区域等では、自治体からの避難勧告の発令に
留意するとともに、避難勧告が発令されていなくても危険度分布や河川の水位情報等を
用いて自ら避難の判断をしてください。

警戒レベル４相当

•大雨警報（土砂災害）※３

•洪水警報
•危険度分布「警戒」（赤）
•氾濫警戒情報
•高潮注意報（警報に切り替える可能性が高い旨に言及されているもの）

地元の自治体が避難準備・高齢者等避難開始を発令する目安となる情報です。高齢者
等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当します。災害が想定されている区域等では、
自治体からの避難準備・高齢者等避難開始の発令に留意するとともに、危険度分布や
河川の水位情報等を用いて高齢者等の方は自ら避難の判断をしてください。

警戒レベル３相当

•危険度分布「注意」（黄）
•氾濫注意情報

避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２に相当します。ハザードマップ等により、災
害が想定されている区域や避難先、避難経路を確認してください。

警戒レベル２相当

•大雨注意報
•洪水注意報
•高潮注意報（警報に切り替える可能性に言及されていないもの）

避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２です。ハザードマップ等により、災害が想定
されている区域や避難先、避難経路を確認してください。

警戒レベル２

•早期注意情報（警報級の可能性）
注：大雨に関して、明日までの期間に[高]又は[中]が予想されている場合

災害への心構えを高める必要があることを示す警戒レベル１です。最新の防災気象情報
等に留意するなど、災害への心構えを高めてください。

警戒レベル１

※１ これまでに経験したことのないような降水量の大雨が見込まれる際の大雨特別警報を指します。
※２ 暴風警報が発表されている際の高潮警報に切り替える可能性が高い注意報は、避難が必要とされる警戒レベル４に相当します。
※３ 夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当します。

防災気象情報をもとにとるべき行動と、相当する警戒レベルについて

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/alertlevel.html
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最後に

• 災害リスクは地域で異なります。それぞれの場所に応じて必要な防災気象情
報を活用することが重要です。

• 過去の災害事例を参考に、情報が発表されるタイミングや情報の取得方法
を確認してください。

• 防災気象情報は、予測の確からしさや危険度の高まり応じて、段階的に発
表されます。その時点、その時点で備えを高めて、早め早めの対策をお願いし
ます。
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参考：令和2年7月豪雨

災害事例の振り返り
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令和2年7月豪雨 災害をもたらした気象事例

7月3日から7月31日にかけて、日本付近に停滞した前線の影響で、暖かく湿った空気が継続
して流れ込み、各地で大雨となり、人的被害や物的被害が発生した。気象庁は、顕著な災害を
もたらしたこの一連の大雨について、災害の経験や教訓を後世に伝承することなどを目的として「令
和2年7月豪雨」と名称を定めた。
7月3日から8日にかけて、梅雨前線が華中から九州付近を通って東日本にのびてほとんど停滞

した。前線の活動が非常に活発で、西日本や東日本で大雨となり、特に九州では4日から7日は
記録的な大雨となった。また、岐阜県周辺では6日から激しい雨が断続的に降り、7日から8日
にかけて記録的な大雨となった。気象庁は、熊本県、鹿児島県、福岡県、佐賀県、長崎県、岐
阜県、長野県の7県に大雨特別警報を発表し、最大級の警戒をよびかけた。
その後も前線は本州付近に停滞し、西日本から東北地方の広い範囲で雨の降る日が多くなっ

た。特に13日から14日にかけては中国地方を中心に、27日から28日にかけては東北地方を
中心に大雨となった。
7月3日から7月31日までの総降水量は、長野県や高知県の多い所で2,000ミリを超えたところ

があり、九州南部、九州北部地方、東海地方、及び東北地方の多くの地点で、24、48、72時
間降水量が観測史上1位の値を超えた。また、旬ごとの値として、7月上旬に全国のアメダス地点
で観測した降水量の総和及び1時間降水量50mm以上の発生回数が、共に1982年以降で
最多となった。
この大雨により、球磨川や筑後川、飛騨川、江の川、最上川といった大河川での氾濫が相次
いだほか、土砂災害、低地の浸水等により、人的被害や物的被害が多く発生した。また、西日
本から東日本の広い範囲で大気の状態が非常に不安定となり、埼玉県三郷市で竜巻が発生し
たほか、各地で突風による被害が発生した。
（被害に関する情報は令和2年8月4日内閣府とりまとめ等による）

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2020/20200811/jyun_sokuji20200703-0731.pdf
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令和2年7月豪雨 災害をもたらした気象事例

期間降水量分布図（7月3日0時～7月31日24時） 期間降水量（7月3日0時～7月31日24時）と
月平年値（7月）との比較図

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2020/20200811/jyun_sokuji20200703-0731.pdf
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「令和２年７月豪雨」の特徴と関連する大気の流れについて（速報）

「令和２年７月豪雨」は、７月３日から14日までの総降水量が九州を中心に年降水量平年
値の半分以上となるところがあるなど、西日本から東日本の広範囲にわたる長期間の大雨となり
ました。その要因は、偏西風の蛇行の持続により本州付近に停滞した梅雨前線に沿って西から流
れこんだ水蒸気と、日本の南で南西に張り出した太平洋高気圧の縁辺を回る南からの水蒸気が、
西・東日本に大量に集まりやすい状態が継続したこと、気圧の谷の影響で上昇流が強化されたこ
とです。特に顕著な大雨となった３日から８日にかけては、線状降水帯が九州で多数発生し、総
降水量に対する線状降水帯による降水量の割合が「平成30年７月豪雨」より大きいといった特
徴が見られました。

長期間にわたる大雨に関連した大規模な大気の流れ

http://www.jma.go.jp/jma/press/2007/31a/r02gou.pdf
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参考：新しいWEBページ

防災気象情報の入手方法
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【参考】 新しいWebページ https://www.jma.go.jp/bosai/

利便性の高いコンテンツを目指して、デザインを
一新しました。スマホの閲覧も簡単になりました。

https://www.jma.go.jp/bosai/
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【参考】 新しいWebページ https://www.jma.go.jp/bosai/

情報をカスタマイズすれば、必要な情報に素早くアクセスできます。
是非、ご利用ください。

https://www.jma.go.jp/bosai/
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参考：日本の気候変動2020

日本における、「いま」と「将来」の気候変動を概観できる資料
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⚫ 文部科学省及び気象庁が、「気候変動に関する懇談会」の有識者の助言を受けて、

今回初めて作成。

◼ 大気中の温室効果ガスの状況や、気候システムを構成する諸要素（気温や海面水位な

ど）の日本及びその周辺における観測事実と将来予測をまとめている。

 観測事実から現在の日本の気候変動を確認し、

パリ協定の2°C目標が達成された世界 と

現時点を超える追加的な緩和策を取らなかった世界

に相当する将来予測を対比させ、気温、海面水位等の要素ごとにまとめた。

 日本における、「いま」と「将来」の気候変動を概観できる資料

概要版

詳細版

本編

⚫プレゼン資料。

⚫まずはこちらから

ご覧ください。

⚫読み物。

⚫メカニズムや出典を

確認したい場合は

詳細版を参照。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html


54

年平均気温が約1.4°C/約4.5°C上昇

21世紀末の日本は、20世紀末と比べ…

猛暑日や熱帯夜はますます増加し、

冬日は減少する。

激しい雨が増える

日降水量の年最大値は
約12%（約15 mm）/ 約27%（約33 mm）増加

50 mm/h以上の雨の頻度は 約1.6倍/約2.3倍に増加

降雪・積雪は減少

雪ではなく雨が降る。

ただし大雪のリスクが
低下するとは限らない。

強い台風の割合が増加
台風に伴う雨と風は強まる

海面水温が約1.14°C/約3.58°C上昇

温まりやすい陸地に近いことや暖流の影響で、
予測される上昇量は世界平均よりも大きい。

沿岸の海面水位が

約0.39 m/約0.71 m上昇

3月のオホーツク海海氷面積は

約28%/約70%減少

【参考】4°C上昇シナリオ（RCP8.5）では、
21世紀半ばには夏季に北極海の海氷が
ほとんど融解すると予測されている。

日本南方や沖縄周辺においても

世界平均と同程度の速度で

海洋酸性化が進行

※黄色は2°C上昇シナリオ（RCP2.6）、
紫色は4°C上昇シナリオ（RCP8.5）による予測

※ この資料において「将来予測」は、特段の説明がない限り、日本全国について、21世紀末時点の予測を20世紀末又は現在と比較したもの。


